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　PD-1 抗体に代表される免疫チェックポイント阻害剤の併用試験がグローバル展開される中、

免疫抑制性細胞も創薬対象として注目されている。 本セミナーでは、 制御性 T 細胞や

骨髄由来免疫抑制細胞、 並びに腫瘍関連マクロファージといった免疫抑制性細胞の

臨床腫瘍組織内での抑制メカニズム解析から見た特徴、 及びその創薬への応用研究

についての知見を述べる。

「末梢血を用いたがん免疫療法効果予測診断法の開発へ向けた取り組み」
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「腫瘍内の免疫回避機構の解析と創薬への応用」 
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解析と創薬への創薬

　免疫チェックポイント阻害剤の多がん種への適応拡大が進んでいるが、 その有効性を

予測するバイオマーカーは開発途上となっている。 当教室では、 末梢血による免疫

チェックポイント阻害剤の効果予測マーカーの開発を目指し、 臨床検体を用いてがん免疫

についての解析を行っている。 本発表ではがん免疫療法効果予測診断法の開発へ向けた

当教室での取り組みについて報告する。
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